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論 文 内 容 の 要 旨
一般的に絡み目は，本論文で取り扱う閉ブレイド表示など空間の中の特別な位置に置いて 
研究されることが多い. 本論文では閉ブレイドの変形，特に図式的変形に着目し，詳しく調べること 
によって得られたいくつかの結果について述べている.
第 2 節では，主に絡み目のブレイド変形とそれに関連するブレイド指数についての事柄である.一 
般的に絡み目はその任意の成分の向きを逆にする事で得られる絡み目と同値ではないが， このとき 
ブレイド指数がどのくらい変化するか，という問題が考えられる. この問題に対し，まず初めに閉ブ 
レイドを含む任意の絡み目をその閉ブレイドを固定したまま全体の絡み目を閉ブレイド表示に出来 
るということが考えられる. これに対しては1997年にLambropoulou-Rourkeが証明を与えている. 
これの別証明を与えることにより，その応用として，成分の向きを逆にするという操作で変化する 
ブレイド指数の差を上から評価した.
第 3 節では，閉ブレイドに対してdealternating numberとalternation num berという結び目の交代 
性に閨する2 つの異なる不変量の上からの評価を，閉ブレイド図式を効果的に変形することにより 
与えた. この評価を用いて，ほとんどすべての閉正3 次ブレイドのdealternating num berと 
alternation number を決定し/こ•
第 4 節では，第 3 節で表れた閉正3 次ブレイドに対して図式的な局所変形を上手く適用することに 
より，任意の正整数n，m に対してdealternating num berとalternation num berがn であり，かつ 
ブレイド指数がm となるような結び目を無限個構成した.
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
すべての向きづけられた絡み目は閉ブレイドに同値である（アレクサンダーの定理) . 本論文では， 
閉ブレイドの効果的な変形を研究し，ブレイド指数の成分の向きに依る変化に関する上からの評価 
式を与え，また閉ブレイドの不交代数，交代化数の上からの評価式を与えた. まず，岸本氏は閉ブ 
レイドとして与えられた部分絡み目を固定したまま絡み目を閉ブレイドに変形する方法を示した. S. 
LambropoulouとC. Rourkeも同様な結果を示していたが，岸本氏の方法の利点として，緩い条件のも 
とでザイフェルト円周の数を変えずに変形できる点を挙げることができる.閉ブレイドに含まれた 
部分閉ブレイドの向きを変えたときブレイド指数がどの程度変わるかについて，以前には何の情報 
も知られていなかったが，本論文において上からの評価式を与えることに成功している. 次に，閉 
ブレイド表示のデータによる不交代数の上からの評価式を与え，正の閉3 次ブレイドの場合の不交 
代数と交代化数を決定した：これを基に， 3 以上の任意整数をブレイド指数に持ち，かつ任意の負 
でない整数を不交代数と交代化数に持つような正の結び目を無限個構成した.
論文の構成は以下の通りである. § 1はイントロダクションである. § 2では閉ブレイド形の部分絡 
み目を固定したまま絡み目を閉ブレイドに変形することについて，
§ 3では閉ブレイドの交代性について， § 4 では任意の不交代数（または交代化数）と任意のブレイ 
ド指数を持つ無限個の正の閉ブレイドの存在について，論じている.
以上により、本論文は、結び目理論における新しい知見を与えるものであり，位相幾何学に貢献す 
るところ大である.
よって，博 士 （理学）の学位を授与するに値すると審査した.
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